
 
 

⼀般作図 

・補助線  予め設定した固定の画層（レイヤー）で作図され画層設定で印刷不可 
に設定。⼀点鎖線 100mm の⾚で⾃動的に作図されます。 

       
              ⾃由に作図します。 
              ⽔平線を、図⾯範囲内⼀杯に作図します。 
              垂直線を、図⾯範囲内⼀杯に作図します。  
              設定した⾓度で、図⾯範囲内⼀杯に作図します。 
              指定した間隔で、⽔平線を図⾯範囲内⼀杯に作図します。 
              指定した間隔で、垂直な線を図⾯範囲内⼀杯に作図します。 
              指定した⾓度、間隔で図⾯範囲内⼀杯に作図をします。 
              基準の線から距離を⼊⼒し、図⾯範囲内⼀杯に作図します。 
              基準の線から距離と⻑さを⼊⼒し、作図をします。 
              基準の線を２本指⽰、分割数を⼊⼒して、作図をします。  
              円弧を２本指⽰し、距離または中央に補助線を作図します。  
              対⾓の２点を指⽰し、縦横の分割数を⼊⼒し作図します。 
              対⾓の２点を指⽰し、縦横のスパンを⼊⼒し作図します。 
              ２線の指⽰と距離を⼊⼒し、基準点（補助点）を作図します。 
 
・撤去記号 
 
 

図⾯編集 

・⼀括回転複写 部品の基点を維持したまま⼀度に回転複写できます 
 
 
 
 
 
・切取り拡⼤ (拡⼤・縮⼩)   
 同⼀図⾯内に切り取った図形を拡⼤または縮⼩した図⾯を配置します。 
 （※部品が窓枠に引っ掛かっている場合は対象図形には含まれません） 
 
 

EQ-Lite コマンド紹介



 
 

・切取り保存  別図⾯として保存します 
 （※部品、⽂字、塗潰し図形が窓枠に引っ掛かっている場合は対象図形には含まれません） 
 
 
 
 
 
 
 
・切取削除 
 同⼀図⾯内の図形を切り取って拡⼤します。 
 
 
 
 
 
 
 
・部品の整列移動 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図形変更 

・⽂字編集 図⾯内の⽂字を選択し、ソートの条件に基づきエディタを起動し⽂字の編集 
を⾏う。 

 



 
 

                     
 
 
                       テキストエディター内で⽂字を修正 
                           
 
 
 
 
 
 
 
・指定範囲内の⽂字の整列 
  指⽰した範囲内の⽂字を基準の線または基準点と⽅向により、⼀括で位置を揃えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・⽂字⾼⼀括変更 
  指⽰した範囲内の⽂字列の⾼さを⼀括で変更します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・⽂字⾊⼀括変更 
  指定した範囲内の⽂字⾊を⼀括で変更します。 
  カラーパレットから⾊を選択可能です。 
 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
・⽂字の半⾓全⾓変更 

指定範囲内の⽂字列の半⾓全⾓を変更 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・⽂字の挿⼊位置の変更 
  指定範囲内の⽂字列の挿⼊位置を変更します 
 
 
 
 
 
 
 
 
・⽂字の結合 
  指定範囲内の⽂字列を結合します。 
 
・隠線処理 
  隠線間隔、下部配線（線分）と上部配線（線分）を複数指⽰し、隠線処理を⾏う 
 
 



 
 

・部品の置き換え 
  選択した部品を複数同時に置き換えます。（置換える部品と置換えたい部品を選択 
  します。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・躯体図⼀括⾊変更（躯体以外でも⾊⼀括変更出来ます） 
  部品を分解せずに、⼀括で⾊を変更することが出来ます。 
  複雑な部品も部品のまま、画層も変わらない状態で瞬時に変更することが出来ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 



 
 

・線幅情報を⾊に変換 
  線幅で印刷する図⾯を⾊指定で印刷する図⾯に変換します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・⽂字記⼊ 
 ⽂字の基点を選択して⽂字⼊⼒します。 
 

 
左上、上中⼼、右上 
左中央、中央、右中央 
左、中⼼、右 
左下、下中⼼、右下 

           左右、フィット、均等 
           ※付き、アルファベット、⽂字包絡記⼊ 
 
 ⽂字包絡記⼊ 
  線分上に⼊⼒した⽂字を記⼊し、線分を予め指定した間隔で切取ります。  
  
 
 
 
 



 
 

・図形内に⽂字を記⼊します。 
  パターンの種類           

パターン丸３段 挿⼊位置を指⽰し、ダイアログボックス内で 
            ⽂字を⼊⼒すると、図形内に⽂字が記⼊されます。 
             
             
 
 
 
 
 
             
 
 
 
 
 
 
・線分の⻑さを作図します。 （線分またはポリラインが可能） 
  精度を設定し、既存の線分の⻑さを表⽰します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・歩⾏経路⻑さを作図します。 
  精度と⻑さを設定し、経路を点で指⽰します。 
  設定した⻑さに到達したら⽮印記号と⽂字を作図します。 
 
 
 
 
 



 
 

画層操作  

・要素変更により現在画層を変更します 
  指⽰した図形の画層に、現在画層を設定します。 
 
・指⽰したレイヤー名のみを表⽰します 
  ダイアログボックス上で表⽰した画層をクリックまたは図形を選択し、指⽰した画層

の図形のみ画⾯上に表⽰します。 
 
                     
 
 
                  
 
 
 
 
 
 
 
                        ※ＯＦＦにする画⾯ 
補助機能編 
・ユーザー部品 
  ファイル名を⼊⼒して部品の登録、呼出、包絡付き（呼出）を⾏います。 

   
                       
 
 
 
 
 
 
 
 
                      登録した部品を包絡付きで呼出と 
                      線分が包絡されます。 



 
 

設 定 

・図⾯設定について 
   ⽤紙サイズ・・数字を⼊⼒します     縮尺設定・・ドロップダウンリストで 
                              選択します。 
起動時の線種の設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部品の配置モード 
  
               部品を呼び出すコマンド、ユーザー部品およびユーザー 
               アイコンから呼び出される部品に関しては部品の配置 
               モードの切り替えによりいろいろな呼出が可能です。 
                                  
          ユーザー部品         ユーザーアイコン  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

部品配置モード   
１：２配置 

  部品の縮尺および配置する領域を対⾓の２点、縦、横の個数を⼊⼒し   
  部品の配置を⾏う。 

※ シンボル間をつなぐ処理もしますが、「しない」を選択すると繋ぎません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

他の配置モード 
   壁距離 
   部品の置き換え 
   基準点  
 

⼨法図形の選択 
 
 
 
 
 
 
・画層管理ツール 
       初期設定の画層⼀覧 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

画層管理ツール 
画層のコントロール（管理）が出来ます。 

 
                       特定作図設定は補助線など 
                       特別な処理をする画層の設定です 
                        
                       管理画層ツールの管理追加で新規画層 

の追加が可能です。 
                        
            
 
 
 
 
 
 
 
 
ユーザーアイコン 
 登録・呼出をしたい部品を番号および画⾯のスライドで確認出来ます。 
 包絡処理も⾏えます。 
 
           
           部品を⼀覧表⽰できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
フロア⾯積の作図 

  ある特定の画層（ＡＳＳ１）で描かれた、閉じられた空間内にフロア⾯積を作図します。 
  精度（単位）、記号、番号の設定は可能です。 
  
 
 
 
 
 単位記号の登録 
  予め頻度の⾼い単位記号は登録済みです。 
 
              熟語メニュー 
              頻度の⾼い⽂字を登録済み 
              新たに追加、削除など簡単に⾏えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユーザーリスプ機能 
 その他に、お客様からの要望で開発した機能があります。 
 ユーザーリスプとして登録しており、メニューから呼び出して使うことも可能です。 
    空⽩⽂字の削除、ｚ軸の座標を０へ変換など３４個コマンドが登録されています。         


